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肝窮の分舵状惜および発遜程度は軌 こよって511.

なり,外部の祝祭だけで肝柴名を決定することは

困難である｡そこで肝菜区分を明らかにする目的

で.京都大学詔長頬研究所所願のスローロ1)ス.
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校のサルの肝臓の門脈系および肝静脈系にcellul

loidのacetone溶液を注入して鋳型校本を作成し

た｡これらを既に明らかにしてある21柾ffiの哨乳

類の肝臓の血管系おJ:び肝粟区分と比較検討した｡

その結架,肝菜の分離状態は控によって只なる

が.内部の血管分布を考慮して検討すると.いず

れの種類のサルにおいても外側左菜,内側左柴.

方形粟,内側右窮,外側右黙および屈状非が区別

できる｡尾状矧 まさらに乳頭突起と尾状突起に区

別できるが,両突起に分布する肝門脈枝および肝

静脈枝の起点および流入点は各々別々であり.さ

らにある柾の輔乳柄では独立した突起 (黙 )を形

成するため,乳頭燕および尾状窮とするのが適切

と考える｡これらの肝柴のうち.外側左様と外側

右矧まG.Ruge(1906)の見解と一致する｡肝臓

を臓側面から見た時.内側左熟 ま胎児期の朗静脈

の侵入部の左側で,脚静脈部から門脈分布を受け

る領域であり,Ruge(1906)の左中心菜に相当す

る｡方形燕は朗静脈の浸入部の右側で駅静脈部の

右側から門脈分布を受けろ領域である｡外部から

のおおよその目印は駅静脈の侵入部と胆先矧 こは

さまれた街域に相当する｡内側右矧 ま方形発の右

側の領域で,外側右茄との暁には多くの印輔で切

痕を認める｡方形染+内側右矧 まRuge(1906)が

右中心柴と呼んだ田城に相当し,多くのサルでは

放合して-矧 こなっている｡
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筋萎縮性側索硬化症(ALS)の原因 ･発病機

序は,今尚不明である｡ALSの集積発症地の土

域 ･河川飲料水にはCa.Mgは少なく,AJ,Mn
の含有mが高く,環境要因の関与が示唆されている.

私道は,今回,猿に低CaMg高AL食を7ケ月間投与

して,肪神経系の変性過程を検討したので,その結果
を報告する｡実験にはニホンザル5頭(雄7-10kg)

を用い,対照群(Nhs,正絹飼料･水道水),低Ca

Mg群(Na3.4,年卿 料･脚 水),低CaMg高AL群
(Nal,2,特殊飼料,ALを含む茄潤水)の8群 に分け

た｡① 実験群では2Wより下刑が起こり実験終了時

まで続いた｡低CaMg市AE即では体fEの伸びが悪く,

途中より減少に転じたが,低CaMg群では対象群
同様.噸調な伸びを示した｡食欲は概して良好で

あった｡②肪神経各部のChE活性低には変化は

見られなかった｡(参血統検Tfの結規,1.2,3でC

PK値が高く,これ等の個体ではCa債も古 く値

の変動が見られた｡④t日付のX緑写ilよりスミ

ス等の方法で丹成分を推定すると1,2,3でCa
塁の低下傾向が認められた｡⑤神経各部の金屑分

析の結米,実験群でMnmの低下を示した｡⑥光

顕的病理所見では.低CaMg缶羊の背斑で.噂銀球
の軽度の増加,虎斑融解を示す細胞が散見された｡

筋では著明な変化は認められなかった｡低CaMg
苗AL群では背缶でニッスル虎体の虎斑融解 ･噂

銀球の増加.軸索の艇大が見られた｡排腹筋では

著明な口径不同と萎縮線維の増加を認めた｡(む電

顕的病理所見では,低CaMg群で脊髄前角細胞の
ニッスル小体が減少し,ライソゾームが増加した｡

肪股筋では筋原線維問の小胞体.ミトコンド))ア

の膨化.グ1)コーゲン朔粒の糊加が認められた｡

Zバンドは明畔であるが.Mバンドの不明瞭な部

分が見られた｡低CaMg7.巧̂ 川fでは前角のニッ
スル小f4:の城少.ライソゾームの著明な増加,軸

累の巨大化,ミエリンの配列の乱れ等が観察され

たO脚脱筋では筋原線維の配列が乱れ,Zバンド
の不規則化.Mバンドの不明瞭化,グリコーゲン

の増加等が見られた｡この様に低CaMg高AL群で,
中枢神経と筋の変性初期像を示す所見が得られた

事より,これらメタルの関与が示唆された｡


